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１．目的 

 本研究の目的は、小・中学校の体育授業における

言語活動の充実の本質とその必要性を明らかにする。

よく混同されやすい「話し合い活動」との違いを探

っていき、その上で質の高い、本来の目的に沿った

「言語活動」の充実」とはどのようなものであるか

を「学び合い」という観点から検討していくことで

ある。 

 

２．結果と考察 

 平成 15年に実施された PISA調査の結果から、思

考力・判断力・表現力等を問う読解力や記述式の問

題に課題があることが明らかになった。これを踏ま

えて、平成 20年改訂の学習指導要領では重要事項の

第一項目に取り上げられたのが「言語活動の充実」

であった。各教科で「言語活動の充実」を図るため

の授業改善がなされ、体育科でも様々な工夫がされ

てきた。体育科における「言語活動の充実」では、

「コミュニケーション能力」、「感性・情緒の基盤」、

「論理的思考力」の育成が本来の目的であり、これ

らの育成に向けた授業こそ、言語活動が充実してい

る授業であるといえる。しかし現行の学習指導要領

には課題として「習得した知識や技能を活用して課

題解決すること」、「学習したことを相手に分かりや

すく伝えること等」などの、思考力・判断力・表現

力等に関する課題であり、「言語活動の充実」による

思考力・判断力・表現力等の育成は大きな成果が見

られなかったといえる。これは「言語活動の充実」

についての早計な理解によって、授業内での話し合

い活動の導入にのみ終始したことが原因にあるとし、

言語活動と話し合い活動の違いについて考えた。 

このことについて佐藤（2011）は教師が「話し合

い」と「学び合い」を混同しているという批判をし

ている。「学び合い」と「話し合い」は全く違うもの

であり、それをきちんと識別できることが重要であ

ると述べている。ある授業研究では、「学び合い」は

運動の中心的なおもしろさを活かした動きや課題を

仲間と共有し、技術の向上を目指す探求活動と捉え

られており、このことから「運動の中心的なおもし

ろさ」を中心に構成された授業展開の中でこそ、子

どもたちの学び合いの場が生まれ、その中の「話し

合い活動」も質の高いものになるといえる。この時

行われる子どもたち同士の話し合いでは、互いに見

つかった課題や、習得した動きを相手に伝えるなど

のアドバイス活動が多く見られるといえる。アドバ

イスを相手にきちんと伝えるためには、動きを正確

に言語化できることが重要である。この動きの言語

化の際に用いられる言葉を佐藤（2011）は「技のこ

とば」と名付け、これを子どもたちに育ませること

が必要であるとした。そのために教師は運動や技を

きちんと理解し、「技のことば」を使い正確に動きの

言語化を図ることで、子どもたち同士の学び合いの

場面でも積極的に「技のことば」が使えるようにな

るのではないかといえる。そしてそれが質の高い話

し合い活動を生み、学び合う授業になっていくので

はないかと考える。 

  

3．結論 

 学び合う授業では自然と子どもたち同士の話し

合い活動が生まれ、それが結果として「言語活動の

充実」につながるといえる。その中で思考力・判断

力・表現力といった力が育まれていくことが期待で

きる。そのためには教師が運動の中心的なおもしろ

さを軸にした授業づくりをすること、そしてそれを

正確に表現するために動きの言語化を図り、子ども

たちに伝えるために「技のことば」を習得すること

が求められている。 
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